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はじめに
ハワイといえば､ 多くの方は何を思い出すだろうか｡ さんさんと輝く日光､ サーフィン､
賑わうビーチ､ パンケーキやロコモコといった食べ物､ あるいはウクレレやフラダンスで
あろうか｡ 地上の楽園とも思える彼の地で､ 筆者は家族とともに幸福な一年を過ごした｡










さて､ ワイキキ・ビーチから 15 分ほど山を目指して車を北へ走らせば､ ハワイ大学マ



















る｡ そこには､ ロー・スクールの教員や学生のための 2階建
てのロの字型の建物と専用の図書館がある｡ 建物には､ 教員
の研究室､ 通常の教室やゼミ室､ 演習室､ 法廷教室､ 事務職
員の部屋などが配置され､ ロの字型の建物ゆえに中庭がある｡





ロー・スクールの授業は､ 秋学期が８月から 12 月まで､ 春学期が 1 月から 5 月までで
ある｡ 夏休みや冬休みは､ 通常の授業は休みであるが､ メイン・ランドから訪れた研究者
による集中講義が行われる｡ 数多い講義の中で筆者が参加した主なものは､ 憲法である｡
憲法の講義には､ ConstitutionalLawⅠとConstitutionalLawⅡが置かれ､ 他のいくつか






等にかなりの時間を割いていた (3 月末で帰国したため､ 表現の自由を受講できなかった
……)｡ 筆者は両者ともにAndreaFreeman教授の講義を受講したが､ 教授は､ ケース・ブッ
ク (KathleenM.Sulivan＆GeraldGunther,ConstitutionalLaw 18th) を使用し､ 多くの学
生 (必修のⅠでは約 80 名ほど｡ 必修科目でないⅡではⅠと比べて履修者数がかなり少な
かった) を相手に双方向の授業を展開していた｡ 少し意外であったのは､ 授業では判決の






憲法に近い科目としては､ FederalCourtsという科目がある｡ アメリカ合衆国では､ 連
邦憲法 (合衆国憲法) を頂点とする連邦法の体系と､ 各州憲法を頂点とする各州法の体系
とがあり､ 連邦法上の問題は連邦の裁判所で､ 州法上の問題は州の裁判所で判断される｡
しかし､ 州 (憲) 法上の問題が連邦最高裁判所で争われる場合がある｡ この科目を学べば､
連邦裁判所と州裁判所の裁判管轄について知ることができる｡ 筆者は受講しなかったが､
テキストにはPeterLow,JohnC.Jefries＆CurtisA.Bradley,FederalCourtsandtheLaw
ofFederal-StateRelations8thが指定されていた｡ ちなみに､ 合衆国控訴裁判所 (9 区) の



















れていることが多い｡ しかし､ 多様なタイプの憲法を比較するという観点からいえば､ 英
語圏の国の憲法に限定するのではなく､ 他の言語圏の国の憲法も分析の対象にされるべき
であろう｡ この点では､ 日本の憲法学は健闘しているといえよう2) ｡
3. ロー・スクールと日本､ アジア
アメリカ合衆国には､ 白人や黒人､ ヒスパニック系住民､ アジア系住民など様々な人び
とが住んでいる｡ このことはハワイ州にも当てはまるが､ 同州に特徴的なのはアジア系住
民が多数を占めることである｡ ハワイでは白人は少数派である｡ 筆者の小学生の子どもが
夏休みに通ったサマー・ファンでは､ 毎週､ 特定の国や地域 日本の他に､ ハワイ､ 中
国､ 韓国､ 北朝鮮､ フィリピン､ ポルトガル､ プエルトリコ について学ぶプログラム
が組まれており､ ハワイとアジアとの関わりの深さをうかがい知ることができる｡
ハワイ大学の中でも､ 至る所でアジア系の学生を見かける｡ もちろん､ アジア系といっ
ても､ 日系はもちろんであるが､ 中国系､ 韓国系､ 東南アジア系と､ いろいろである｡ 大
学のキャンパス・センター内にある学食に行くと､ ご飯のあるお弁当を購入することがで
きる｡ 甘辛ソースの唐揚げがご飯の上に乗っているだけのものを､ 筆者はよく食べた｡ 食
に関していえば､ 大学の外には､ ワイキキ周辺のレストランやアラモアナ・ショッピング
センターなどで日本食を食べることのできるお店はたくさんある｡ 少しお金を出さなけれ
ばならないが､ 日本の食材を扱うスーパーで納豆や豆腐､ 刺身､ 薄切り肉などを購入でき､
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1 ) ハワイ憲法は多様な規定があり面白い憲法である｡ マーク・レヴィン､ 榎 透 ｢アメリカ
合衆国における連邦憲法と州憲法の関係のダイナミクス──婚姻平等 (同性婚) を例として｣
『法律時報』 87 巻 5 号 (2015 年) 92-93 頁を参照｡
2 ) 近年､ 日本の憲法学では､ 審査基準に変わる審査方法として三段階審査の研究が進んで
いる｡ ドイツやカナダといった国々の三段階審査について分析し､ さらに､ それらに関する






日本の小説がそれなりに所蔵されている｡ また､ ハワイ大学の図書館では､ 日本で出版さ
れた数多くの専門書・一般書を読むことができる｡ 例えば､ 大学のハミルトン図書館には
石ノ森章太郎の漫画 『日本の歴史』 (中公文庫) 全 55 巻が所蔵されていた｡ ロー・スクー
ルの図書館に行けば､ ジュリスト (有斐閣) や法律時報 (日本評論社)､ 判例時報 (判例
時報社) といった日本の法律系雑誌を読むことができる｡ 雑誌以外でも､ 本学の増田先生
の御著書 『租税憲法学』 (成文堂) や芦部信喜 『憲法』 (岩波書店) といった法律書も多数
備えられていた｡ ちなみに､ 在外研究期間中に公刊された､ 永山茂樹教授､ 三宅裕一郎教












に取り組んでいた｡ その中で印象的であったのは､ 衆議院議員選挙の 1票の較差をめぐる
判決に関するクラスの反応である｡ 周知の通り､ 日本の 1票の較差をめぐる議論では､ 法
の下の平等を重視する観点から特に 2 倍を超える較差の憲法適合性判断については
｢2 倍｣ という数字に 極めて敏感である｡ しかし､ 1.9 倍とか､ 2.2 倍とか 2 倍にこだ
わる日本の議論は､ ハワイ大ロー・スクールの人びとにとって滑稽なものに映るようだ｡
日本の憲法学は､ 憲法の平等規定に基づき 1 票の較差の問題を論ずる手法について､
Wesberyv.Sanders,376 U.S.1 (1964)などのアメリカ合衆国の最高裁判例から学んでい






筆者も､ 専修大学の制度では特別研究員 (特例) として在外研究を行ったが､ ロー・スクー
ルの客員研究員になるにあたり同スクールのInternationalVisitingScholarsProgramを利
用した｡ このプログラムの利用者は､ 少なくとも筆者がいた時には､ アジア といって




スツアー (これらの企画は､ LLMプログラムの学生と一緒であった)､ また､ Levin教授が
主催したHappyDaysでのランチ､さらに研究会 ASIALAWTALK(2014 年 11 月 25 日開
催),TOWARDNULLIFICATIONOFHATESPEECHINJAPAN:ANINTERNATIONAL
ANDINTERDISCIPLINARYDIALOGUE (2015 年 2 月 17 日開催) などで一緒になっ












筆者が参加したイベントには､ 研究以外のものも多くあった｡ 特に 10 月から年末にか
けての 3ヶ月は､ ハロウィン､ 感謝祭､ そしてクリスマスと､ 町も賑わう時が続く｡ ハロ
















みを込めて､ Levin教授のことをこう呼んでいた) と話しながら家路についたことは､ 貴
重な経験であり､ 今となっては良い思い出である｡ 日本に生活の基盤があって､ 専修大学










3 ) 筆者の子どもが通学していたハワイの公立小学校では､ 種々の行事がよく開催されたが､
PTAはその都度保護者にボランティアを募っていた｡ これに対し､ 日本の公立小学校でも各
種行事が行われるが､ そこでは ｢強制加入団体｣ ともいえるPTAが､ 保護者に対してしば
しばそれら諸行事に関わることを要求する｡ 筆者の子どもが現在通学する小学校でも､ 保護
者は 6年間のうち 1年間は委員を担当するものとされ､ 行事の時はもちろんのこと､ 何故か
昼間の時間帯に開催される会議への出席を要求される｡ 保護者が昼間に働きに出ているか否
かの事情は全く勘案されない｡ 彼我の違いに嘆息せざるを得ない｡








う｡ ハワイ州の公立小学校では､ いろいろな国から来る､ 英語を母語としない児童に対し
て英語を習得するプログラムが用意されている｡ そのクラスでの共通言語は英語である｡
そこでは､ まずは ｢話すこと｣ ｢聞くこと｣ の学習が徹底していた｡ その上で ｢読むこと｣
｢書くこと｣ も含めて宿題もたくさん出された｡ もちろん､ 後に回されていた文法も､ き
ちんとフォローされていた｡ もっとも､ 筆者の子どもは､ 日本の小学生としてはそこそこ
英語ができるようになったと思うが､ ｢be動詞｣ とか ｢三単現のs｣ などという言葉は知
らない｡
また､ 筆者の子どもが通学していた公立小学校では､ ハワイ語を習う授業も展開されて
いた｡ 現在のハワイの生活において､ ハワイ語を使わなければならない機会は､ ほとんど




教科書が用いられ､ 児童・生徒は国語と算数の教育を受けられる｡ もっとも､ 小学生低学
年のうちは学生数も多いが､ 徐々に少なくなり､ 中学生クラスになると 1学年で十数人と
なる｡ 2 つの言語を学ぶことは､ 子どもにとって大変なことであろう｡ それでも､ 日本の
｢文化｣ ｢伝統｣ なるものが時には変容しながらハワイにも一部根付いているので､ 日本語
教育は親からすれば自らの子にそのような ｢文化｣ ｢伝統｣ に触れさせる契機となるのか
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4 ) ネイティヴ・ハワイアンは､ 州内でもかなり少ないように思われる｡ ハワイ語を使う機
会は多くないであろうことは本文でも述べたが､ ハワイ大学の博士論文については､ 英語だ
けでなく､ ハワイ語で執筆しても良いそうである｡ なお､ 比較憲法の講義で､ 教授がカナダ
におけるケベック州の位置づけについて言及し､ 分離・独立志向に理由のあるケベックのよ
うな地域は合衆国の中にはない旨の発言をした｡ これに対して､ ある学生が ｢ハワイがその
ような地域だろうが！｣ というかなり強い調子で反論していたのを思い出す｡










5 ) ボンダンス (盆踊り)､ 七五三､ 初詣など､ ｢日本｣ を感じさせるものはハワイに多く存
在する｡ なお､ 本文で述べた日本語補習授業校は､ もともとは仕事等で一時的にハワイに在
住する日本人の子女を教育する学校として設立されたが､ 今では現地に住み続ける日本人・
日系人の子女が多く通う学校になっている｡ 同校の卒業式・修了式では､ 合衆国の国旗・国
歌の掲揚・斉唱とともに､ ｢日の丸｣ ・ ｢君が代｣ の掲揚・斉唱もなされた｡ それが国旗や
国歌を通して国家を考える機会になったとすれば､ 式典に参加した子どもたちはどのように
｢日本｣ を意識したのであろうか｡
